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Survey for teachers about picture book that convey the significance of class activities(1) 
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 and Misa Wakamatsu 
 
This study examined the usefulness of picture book that convey the significance of 
class activities for teachers. From the results, the developed picture book is (1) the 
teacher feels that the child may lead to the understanding of the consensus building 
process and the meaning of cooperation, and (2) teachers feel that it is particularly 
useful for third and fourth graders, but also for other grades., and (3)it was shown 
that many teachers considered using it for future practice and found it useful as a 
tool for learning teachers' guidance and advice.These results suggested a certain 
usefulness of it. 
 















































































































































研究参加者 A 県および B 県の小学校教師と，A
県C市教育委員会の指導主事等の計 156名に実施
した。教育委員会 6 名，管理職 9 名，学年担任 125
名（1 学年 18 名，2 学年 18 名，3 学年 16 名，4
学年 17 名，5 学年 17 名，6 学年 22 名，特別支援
学級 15 名，通級 2 名），主幹 2 名，研究主任 1 名，
専科 9 名，養護教諭 2 名，その他 2 名であった。 
時期 2020 年 8 月～10 月 
手続き 
【フェイスシート】 回答者の職名：管理職，学
級担任（  学年），その他（  ）／回答者の勤
務年数：10 年未満，10 年以上 20 年未満，20 年
以上／回答者の特別活動に関する研修会・研究会
等への参加回数：なし，10 回未満，10 回以上 














 ・小学校 1・2 学年用として適していると思う。 
 ・小学校 3・4 学年用として適していると思う。 
















Table 1 場面の命名 
場面名（絵本の該当頁） 
A 児童が着席している場面（表紙裏表紙） 
B 新学期を迎えた場面（1 頁） 
C 学級開きの場面（2・3 頁） 
D 学級生活上に課題を抱える場面（4・5 頁） 
E 前年の学級生活を思い返す場面（6・7 頁） 
F 議題箱に提案カードを入れて学級会が始まる場面（8・9 頁） 
G 学級会柱Ⅰすること①出し合う場面（10・11 頁） 
H 学級会柱Ⅰすること②比べ合う場面（12・13 頁） 
I  学級会柱Ⅰすること③まとめると，柱Ⅱ工夫の場面（14・15 頁） 
J  話合いの中で，ある児童が心配意見を発表する場面（16・17 頁） 
K 心配事を解決する方法を提案する場面（18・19 頁） 
L 提案が繰り返されて，学級会が終了する場面（20・21 頁） 
M 決めたことを実践する日に向けて休憩時間に練習する場面（22・23 頁） 
N 決めたことを実践する場面（24・25 頁） 
O 実践の中で，練習の成果を発揮する場面（26・27 頁） 
P 心配意見を発表した児童が活躍する場面（28・29 頁） 
Q 実践が終了する場面（30・31 頁） 





































Table 2 合意形成過程理解に関する分散分析 
勤務年数 ～9 年 n=68 10～19 年 n=30 20 年～ n=56 
M（SD） 3.59（0.50） 3.70（0.54） 3.61（0.49） 
結果 F（2，151）=0.53，ns 
参加回数 0 回 n=48 1～9 回 n=79 10 回～ n=27 
M（SD） 3.65（0.48） 3.63（0.49） 3.52（0.58） 
結果 F（2，151）=0.64，ns 
 






















































Table 4 協力の意味理解に関する分散分析 
勤務年数 ～9 年 n=68 10～19 年 n=31 20 年～ n=56 
M（SD） 3.51（0.50） 3.61（0.50） 3.54（0.54） 
結果 F（2，152）=0.39，ns 
参加回数 0 回 n=48 1～9 回 n=80 10 回～ n=27 
M（SD） 3.56（0.50） 3.54（0.53） 3.52（0.51） 
結果 F（2，152）=0.07，ns 
 
































 Table 6 は，学年別の平均値を示したものであ
る。一要因分散分析を行った結果，有意差が認め
られた。Holm 法による多重比較を行ったところ，

















Table 6 各学年への有用性に関する分散分析 
n=148 1・2 学年 3・4 学年 5・6 学年 
M（SD） 3.04（0.69） 3.73（0.49） 3.43（0.61） 
結果 F (2，294) = 65.41, p =.001, ηp2 = .67 
 








（1）分量面 ＊1・2 学年には分量が多い［4］ 







（1）分量面 ＊1・2 学年ほど分量が多い，1・2 学年には読み聞かせ等
の工夫が必要［9］ 
（2）教師の指導・助言面 ＊1・2 学年ほど指導・助言が多くする必要［8］ 
（3）話合いの具体が浮かぶ ＊1・2 学年ほど難しい［15］ 









































Table 8 実践への活用に関する分散分析 
勤務年数 ～9 年 n=69 10～19 年 n=31 20 年～ n=55 
M（SD） 3.84（0.37） 3.77（0.43） 3.78（0.42） 
結果 F（2，152）=0.46，ns 
参加回数 0 回 n=48 1～9 回 n=81 10 回～ n=26 
M（SD） 3.85（0.36） 3.75（0.43） 3.88（0.33） 
結果 F（2，152）=1.60，ns 
 















































Table 10 指導・助言に関する分散分析 
勤務年数 ～9 年 n=68 10～19 年 n=28 20 年～ n=54 
M（SD） 3.40（0.55） 3.43（0.63） 3.50（0.54） 
結果 F（2，147）=0.51，ns 
参加回数 0 回 n=47 1～9 回 n=76 10 回～ n=27 
M（SD） 3.53（0.50） 3.39（0.59） 3.41（0.57） 
結果 F（2，147）=0.92，ns 
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